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The source process models for anticipated earthquakes are classified into two types in terms of slip (or stress 
drop) heterogeneity in short wavelength. The asperity-based, characteristic source model assumes concentration of 
short-wavelength heterogeneity of slip inside the asperities, the peaks of long-wavelength heterogeneity. Stochastic 
source models assume fractal-like heterogeneous distribution of slip (or stress drop). Studies of high-frequency 
generation source seem to support the former, but it is not decided. I am going to see the difference in calculated 
ground motion due to the difference of the source models  
 

１．はじめに 

強震動予測を目的とした震源モデルは、震源像

や震源近傍強震動に関する多くの知見を取り入れ

ながら発達してきた。そのような震源モデルを、

すべり量や応力降下量の不均質分布の観点で見て

みると、二つの系統に分けられる。一つは、アス

ペリティ型モデル、もう一つは、確率論的モデル

である。これらはすべりや応力降下量分布の短波

長成分の分布のさせ方が大きく異なる。 
 

２．短波長不均質の異なるモデル 
震源近傍で顕著な特徴的パルスの生成を主眼と

したアスペリティ型モデルには、特性化震源モデ

ル（Somerville et al., 1999）がある。このモデルは、

矩形アスペリティに、アスペリティサイズに対応

する周波数以上の周波数源が集中しているモデル

である。波形インバージョン（>0.5Hz）から抽出

されたアスペリティと経験的グリーン関数法によ

る広帯域地震動モデリング（0.2～10Hz）で求めら

れる強震動生成域がほぼ一致するという知見をベ

ースにしている。すべり（応力降下量）の不均質

としては、アスペリティ内外の設定しかなく、よ

り短波長の不均質分布は明示されていないが、ア

スペリティ内に集中していることを意味している

と考えられる。 
確率論的震源モデルは、地震発生の場は、震源

スペクトルの ω-2 則や断層面幾何形状の自己相似

性、地震の発生頻度規模依存性（グーテンベルグ・

リヒター則）から連想されるようなフラクタルな

不均質性を持ち、ブロードバンドで複雑な観測波

形を再現するものとして提案されてきた（Herrero 
and Bernard, 1994; Irikura and Kamae, 1994; Zeng 
and Anderson, 1994）。当然、長波長成分のピークに

短波長成分のピークが集まることはない。 
さらに、アスペリティモデルによる特徴的なパ

ルスを生成する特徴を保持しつつ、アスペリティ

端でのすべりの大きなギャップが生む人工的なス

トッピングフェーズを抑える目的（Hisada, 2001）、
または、アスペリティサイズに対応する周波数以

上の周波数を適切に発生させる目的（ Ide and 
Aochi, 2005; Sekiguchi et al., 2008）、破壊のディレ

クティビティ効果を抑制する目的等から、アスペ

リティモデルと確率論的モデルのハイブリッドモ

デルが現れた他に（Graves and Pitarka, 2005; Olsen 
and Takedatsu, 2015）。 

 
３．観測記録からの知見との関係 
すべりや応力降下量の短波長不均質は、地震動

の短周期成分の発生に関わりが強いと考えられる。 
波形インバージョンで得られる震源モデルは、

解析例により、上記のいずれに似ているように見

えるものも存在する。しかし、波形インバージョ

ン法の誤差や拘束条件の影響、解析周波数範囲を

考えると、波形インバージョン解での判定は難し

い。経験的グリーン関数法を使った強震動生成域

の推定（Asano et al., 2003; Miyake et al., 2003 など）

からは、強震動生成域と波形インバージョンで求

められたアスペリティが一致する結果が多数示さ

れており、このことは、アスペリティ型モデルを

支持する。しかし、解析法が、比較的長周期から



短周期までを対象にし、波源を集中化させる仮定

を置いていることが影響している可能性もある。

短周期波源（>1Hz）の解析（Nakahara, 2008; Suzuki 
and Iwata, 2009 など）では、アスペリティの縁辺

部に見出した例、破壊の始まりや終わりに関係す

ることを見出した例、アスペリティとの相関がみ

られなかった例がある。短周期 
本研究では、逆に、震源モデルに見られる違い

が、計算される地震動にどのような違いを生じる

かを比較することにより、短波長不均質の与え方

を見直してみたいと思う。 
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